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１ コンパクトなまちづくりの必要性 

人口減少下においても、地域の活力を維持・増進し、都市を持続可能なものとするためには、医療・

福祉施設、商業施設や住居等がまとまって立地し、高齢者をはじめとする住民が公共交通によりこれ

らの生活利便施設等にアクセスできるなど、福祉や交通なども含めて都市全体の構造を見直し、コン

パクトなまちづくりを進めていくことが重要です。 

また、令和６年３月に新たに策定した「北九州市基本計画・基本構想」では、本市が目指す都市像

の実現に向け、充実した都市インフラを生かした魅力的な住環境の整備を推進するとともに、災害に

強いコンパクトシティの形成を図ることとしています。 

こうした状況を踏まえ、今回、北九州市立地適正化計画（平成２８年９月策定）を見直し、今後も

コンパクトなまちづくりをより一層推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

<北九州市の人口推移> 

拠点機能の低下 

・拠点である市街地中心部での人口密度の低下 

・未利用地の発生 

地域活力の低下 

・人口減少、高齢化、人口密度のさらなる低下 

（人） 

公共交通の衰退 

・公共交通利用者は平成17年頃まで減少し、

横ばい傾向 

災害に対する不安感の増大 

・斜面地には土砂災害警戒区域も多く、 

高齢化率も高い 

都市の現状と課題 
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財政への影響 

・公共施設の大規模改修等の将来的な必要額

は、近年の財政水準では大幅に不足 

<公共施設の大規模改修・建替え費用> 

出典：総務省「国勢調査(昭和 55 年～令和 2年)」、国立社会保障・人口問題研究所

「日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）」 
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公共交通利用者の伸び

（年）

【公共交通利用者の推移（S40を1.00）】【乗客数(万人/日)】【乗用車保有台数(万台)】

（年）

S40

H28

R2

<公共交通利用者数の推移> 

出典：北九州市統計年鑑（各事業者調べ） 

斜面地 

その他 

<平成30年７月豪雨における崖崩れ発生状況> 

決算実績(年平均) 将来の必要額(年平均) 
出典：北九州市調査 

北九州市立地適正化計画（改定案） 【概要版】 令和6年3月 

出典：北九州総務企画局（H25.3） 

資料１ 
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２ 計画策定の背景 

(1) 立地適正化計画とは 

平成２６年８月、国において、急速な人口減少と超高齢化の状況でも、持続可能な都市経営を確

保するため、都市のコンパクト化を積極的に推進することとし、都市再生特別措置法の改正により、

「立地適正化計画」が制度化されました。 

立地適正化計画とは、市町村が、都市全体の観点から、居住機能や商業・医療・福祉施設等の都

市機能の立地、公共交通の充実等に関する包括的なマスタープランです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 都市再生特別措置法の改正の動き（防災指針策定の背景） 

近年、全国各地で自然災害が頻発・激甚化の傾向をみせており、そうした自然災害に対応するた

め、防災まちづくりの観点から、総合的な防災・減災対策を講じることが喫緊の課題となっていま

す。 

このため、令和２年６月に「都市再生特別措置法等の一部を改正する法律」が成立し、居住の安

全確保などの防災・減災対策の取組を推進するため、「防災指針」の作成が位置付けられました。 

防災指針は、居住や都市機能の誘導を図るうえで必要となる都市の防災機能確保に関する指針で

す。また、居住誘導区域内における災害リスクを出来る限り回避あるいは低減させるために、必要

な防災・減災の取組を示していくものです。 

 

 

  

立地適正化計画のイメージ 

届出制度(区域外) 
 一定規模以上の開発や 

建築等は事前届出が必要 

居住誘導区域 
 居住を誘導し人口密度を維持する 

 エリアを設定 

都市機能誘導区域 
 生活サービスを誘導するエリアと 

 当該エリアに誘導する施設を設定 

立地適正化計画区域（=都市計画区域） 

優遇措置(区域内) 
財政上・金融上・税制上 

の支援措置等 

公共交通 
 維持・充実を図る公共交通網を設定 

洪水浸水想定区域など 

 

・防災マップの作成 
・危険個所の啓発活動 
・防災訓練   など 

ソフト対策 

防災指針のイメージ 

 

・河川整備 
・下水道整備 
・避難場所の整備 など 

ハード対策 
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３ 計画の位置づけ等 

本市は、平成１５年１１月に策定した北九州市都市計画マスタープラン（平成３０年３月改定）に

おいて、街なか居住など都市計画の基本的な方針を明確にし、諸施策を総合的に展開してきましたが、

コンパクトなまちづくりをより一層推進するため、平成２８年９月に「北九州市立地適正化計画」を

策定しています。 

(1) 位置づけ 

本市の基本構想等まちづくりに
関する多様な分野の計画と連携し
ています。 

(2) 対象区域 

都市計画区域（市域のうち島し
ょを除く）とします。 

(3) 目標年次 

令和２２年(２０４０年)とします。 

 

４ 北九州市の目指すべき都市像 

 （1）北九州市基本構想・基本計画 

   目指す都市像：つながりと情熱と技術で、「一歩先の価値観」を体現する 

グローバル挑戦都市・北九州市 

   3つの重点戦略：「稼げるまち」の実現 ～人も企業も潜在力を開花できるまち～ 

「彩りあるまち」の実現 ～輝く個性と楽しさがあふれるまち～ 

「安らぐまち」の実現 ～誰もがつながるアットホームなまち～ 

 （2）都市構造形成の基本的な方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立地適正化計画の位置づけ 

集約型の都市づくりのイメージ 
方針１：集約型の都市構造の形成 

北九州市における望ましい公共交通ネットワーク 拠点の階層と移動手段のイメージ 

小倉 
黒崎 

方針２：階層構造の拠点形成 方針３：交通網ストックを活かした交通軸形成 

 

徒歩、 
自転車 

幹線バスなど 

鉄軌道、 
主要幹線バスなど 

徒歩、 
自転車 

[拠点内移動] 

徒歩、自転車、 
既存公共交通 
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(3) 集約型の都市構造が進むことによる暮らしの変化のイメージ 

[街なかのイメージ] 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[郊外部のイメージ] 

 

 

 

 

 

 

 

このままいくと２５年後は 

集約型の都市構造形成が進むと 

このままいくと２５年後は 

バス路線の減便
や廃止が進む。 

店舗などが撤退し、身近な場所でサービスが受けられない。 

人口が減少していく中でも、市街地を維持するための費用は変わらず、財政への影響が懸念。 

中心市街地をはじめとした拠点での賑わいや拠

点機能が低下。北九州市としての魅力も低下。 

空き家の発生に

よる治安の悪化。 

高齢化が進み、買い物や通

院などの問題が悪化。コミ

ュニティも薄くなり、見守

りもあまりできなくなる。 

 

居住の誘導 

バス路線を支線化 

バリアフリー化など
で乗り継ぎを円滑に 

拠点や公共交通軸沿線に
おける居住や都市機能誘
導の推進 

空き家の除却促進な
ど良好な環境を確保 

運行頻度を確保 

空き家の発生（防犯性等の低下） 

路線バスの廃止 

運行頻度の低下 

このままいくと 

土砂災害の恐れのある区域

から安全な街なか区域へ。 
外出する機会も増え、 
歩くことでより健康 
になれる。 

コミュニティが維持され、 
見守りや助け合いの中で 
暮らせる。 

車を運転しなくても 
私用を済ませられる。 

 

公共交通を便利に 

利用できる人が 

増加する。 

 

身近な場所で、通院やデイサービスが受けられ、 
家族にとっても安心。 

 

育児施設も身近にあるから、
共働き世帯でも安心。ゆとり
をもった暮らしが出来る。 

誰もがアクセスしやすい街なかに 
働き口が確保されやすくなる。 

 公共施設が便利な場所に集約され、より利用しやすくなる。 

集約型の都市構造形成が進むと 
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(4) 都市空間形成の方向性(将来都市構造) 

本市は、これまで、北九州市都市計画マスタープランにおいて、｢街なか｣の重点化や｢拠点地区｣

における都市機能の強化を都市づくりの基本としてきましたが、今後とも、これら｢街なか｣の｢拠

点｣を重視する考え方を継続することとします。 

本市の目指すべき都市像を描くと、下図のとおり、都心･副都心、地域拠点とこれらを結ぶ軸を

骨格とする都市構造となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拠点の構造とまちづくりの方向性 

コンパクトザウルス 

北九州市の拠点とこれらを結ぶ軸を骨格とする、

都市構造型キャラクター。子供たちをはじめ多く

の人に、コンパクトなまちづくりに関心を持って

もらうため、現れました。街なか出身。 

響灘地区につながる、歴史と

水辺の景観を生かした、歩い

て便利に暮らせるまちづくり 

先端科学技術に関する教育・研究機関が 

集積し、良好な住宅地が形成された複合 

的なまちづくり 

新旧の産業が融合し、教育・芸術施設

や博物館等観光資源を生かした、多く

の人が楽しみ、学ぶことができるまち

づくり 

港町としての歴史・文化を継承する 

広域観光拠点として多くの人が訪れる 

まちづくり 

交通結節機能を生かした、 

地 域 と の 交 流 を 深 め る 

学園都市としての魅力ある 

まちづくり 

 

本市の南西部における暮らしを支える拠点としての、 

長崎街道の歴史と文化を生かしたまちづくり 

 

北九州都市圏西部の中核を担う広域集客 

拠点としての、商業・業務・文化など高次の 

都市機能が集積された、質の高い居住環境を 

有する個性のあるまちづくり 

 

福祉施設や公共施設・商業等の

都市機能が集積された、便利で

豊かさのあるまちづくり 

２００万人規模の北九州都市圏

の中核として、国際的・広域的

な交流拠点にふさわしい、様々

な、高次都市機能が集積された

躍動的で魅力豊かなまちづくり 

海と山に囲まれた魅力的な景観を

背景に、多様な世代が住む、にぎわ

い空間のあるまちづくり 

城野ゼロ・カーボン先進街区の取組み

や交通の拠点性を生かした、環境未来

都市にふさわしいまちづくり 

 

北九州空港跡地の産業団地など、

駅周辺の交通拠点性を生かした、

便利で暮らしやすいまちづくり 

 
子育てしやすく高齢社会にも対応

した、持続可能で利便性の高い住宅

市街地としてのまちづくり 

～「コンパクトザウルス」型都市構造を目指して～ 

凡例 

 
都心・副都心 

 
地域拠点 

 都心、副都心、地域拠

点相互を接続する軸 

 
市街化区域 

 


